
28 知能と情報（日本知能情報ファジィ学会誌）Vol.30, No.4, pp.196 –198（2018）

解 説

計算機で言葉の意味を扱う難しさ
―オノマトペのあいまいさを例に―†

内田 ゆず＊

1. はじめに
人工知能における難問の 1つに記号接地問題（sym-

bol grounding problem）がある [1]．これは，記号が指
し示すものを計算機がどのように認識するかという問
題である．現状では記号（言語表現）を現実世界と結
びつける方法は確立されておらず，自然言語処理の分
野では重要な課題である．
近年，深層学習の手法を自然言語処理のタスクに

適用することで，有効な結果が得られている．自
然言語を深層学習で扱うためには，単語の意味を
低次元のベクトルで表現（分散表現）する必要があ
る．分散表現を構築する際には，ニューラルネット
ワークに基づく言語モデルが用いられることが多
い．中でも，[2]で提案された CBoWと Skip-gramを
用いた word2vec は広く使われている．word2vec は
King − Man +Woman = Queenの例とともに紹介さ
れ，あたかも単語の意味を捉えているような演算がで
きるということでも話題になった．
単語の分散表現は自然言語処理の分野で大きく貢献

しているが，問題点もある．その 1つは「似た意味の
単語は，似たような文脈で使用される」ことが前提と
なるモデルであるため，対義語や多義語を正確に処理
できないことである．さらに根本的な問題として，分
散表現は学習データの中（記号の世界）で完結してお
り，現実世界とのつながりがないことも挙げられる．
このように，「ある程度はうまくいくが完璧ではない」
状況は自然言語処理に限らず，人工知能技術全般に見
られる．
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現在の技術では言葉の意味の本質を機械で処理する
ことはできない．“意味を計算する” 方法が確立する
までは，語義を機械可読な形で地道に記述することも
重要である．それらのデータは機械学習の精度向上に
も寄与するだろう．
著者は，日本語の表現の中でも特にあいまいな語群

であるオノマトペの語義について研究を続けている．
本稿では，オノマトペの工学的応用を目的として著者
がこれまでに行ってきた研究について紹介し，言語が
もつあいまいさを計算機で扱う方法を考える．

2. オノマトペのあいまいさ
オノマトペは，現実世界の音や形，様子，動き，状態

を写し取った言葉であり，微妙なニュアンスを伝える
際に役立つ．また，多義性が高い，表層の変形に寛容
である，品詞が一意に決まらないなどの特徴をもつ．
そのため，新語を作ることや，既存のオノマトペを新
たな語義で使うことが容易にできる．このような豊か
な表現力や用法の自由度から，オノマトペは日常の日
本語に不可欠な語群である．一方で，計算機での処理
を考えたとき，この柔軟さは大きな障壁となる．以下
では，日本語オノマトペのあいまいさについてさまざ
まな角度から分析した例を紹介する．

2.1 語義と用法の多様性
大部分のオノマトペは，複数の語義をもつ．たとえ

ば，オノマトペ「ぶらぶら」には以下の 4つの語義が
定義されている [3]．

1. 宙に釣り下がって揺れ動くさま
2. あてもなく時間をかけて歩くさま
3. 何の目的もなく怠惰に暮らしているさま
4. 原因がはっきりしない病気が長引いて，なかなか
治らないさま

また，オノマトペの品詞は一定せず，副詞，名詞，
連体詞などとしてふるまう．例として「ぶらぶら」の
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表 1 オノマトペの用法
副詞的用法 近所をぶらぶら歩く
サ変名詞的用法 家でぶらぶらする

連体詞的用法
ぶらぶらのイヤリング
ぶらぶらした腕

用法を表 1に示す．

2.2 時間変化
オノマトペの歴史は古く，奈良時代には既に用いら

れていた [4]．最古の例は「古事記」に見ることがで
きる．また，長い年月を経てオノマトペの語義や用法
は変化することもわかっている [5]．
著者らは現代日本語におけるオノマトペの語義・用

法の実態を捉えるために，地方議会会議録コーパス1

に含まれるオノマトペを分析し，新しい用法を発見
した [6]．例えば，オノマトペ辞典 [3] によると「ば
くっ」は「大きな口を開けて勢いよく食いつくさま」
などの意味をもつが，コーパス中では「漠然とした，
大ざっぱな」の意味で用いられている．このことか
ら，比較的短期間でも語義は変化するといえる．

2.3 地域差
オノマトペのあり方は地域によって異なり，方言学

的見地からの研究もなされている [7–9]．
著者らによる地方議会会議録の分析によると，オ

ノマトペの使用頻度が高いのは中国地方と近畿地方
であった [6]．また，ある地域特有の用法も発見され
た．「ぴしゃっ」は九州地方で多く出現し，「きちんと」
「しっかりと」に類する意味で使用されている．全国
的には「ある基準で完全にやめる，閉める，止めるさ
ま」の意味で用いられており，オノマトペの語義の地
域差を示す結果となった．

2.4 ジャンル・文体による差異
オノマトペはカジュアルな文書で使用されること

が多いが，一部の語はフォーマルな文書でも使用さ
れる．そこで，ジャンルによるオノマトペの用法の違
いを分析した．会議録（フォーマル）と BCCWJ（カ
ジュアル・フォーマル混合）を比較したところ，オノ
マトペおよび係り先動詞の出現傾向に偏りがみられた
[10]．会議録では「ばっさり–削る」や「とんとん–な
る」，BCCWJでは「のんびり–暮らす」などの出現頻
度が高い．Web文書（カジュアル）と会議録（フォー

1 地方議会会議録コーパスプロジェクト
http://local-politics.jp/

マル）を比較した場合も，オノマトペの係り先動詞に
異なる傾向があった [11]．このように，オノマトペの
使われ方は文書のジャンルや話題に依存する．

3. オノマトペの工学的応用
本章では，オノマトペ研究の応用事例を紹介する．

3.1 自然言語処理の基礎技術
日本語を対象とした自然言語処理のタスクの多く

は，形態素解析によって単語を抽出することから始ま
る．しかし，オノマトペを含む文は形態素解析誤りを
起こしやすいことがわかっている [12]．これは，オノ
マトペがひらがなで記述される短い単語であること
や，品詞が一意に定まらないことなどが原因である．
著者らは文書からオノマトペを含む文を自動抽出す

るアルゴリズムを構築した [13] が，未だ改善の余地
がある．さらに，オノマトペの意味を正確に捉えるた
めにはオノマトペが修飾する対象を同定する必要があ
り，構文解析の精度向上も急務である．

3.2 日本語教育
日本語は特にオノマトペに富む言語であり，他言語

には日本語のオノマトペに相当する語がない場合があ
る．また，オノマトペは多義性が高く，文脈によって
異なる語義で使用される．したがって，オノマトペを
含む日本語を他言語に翻訳することは困難である．
これは，日本語学習者にとっても避けては通れない

問題である．オノマトペは他の語で言い換えることが
難しく，辞書の定義だけでは正確なニュアンスを理解
することができない．類似のオノマトペの使い分けも
日本語学習者にとっては難題である．
著者らは，日本語学習者の協力を得て，オノマトペ

学習に必要な要素を調査した．その結果，オノマトペ
の意味とともに動画や静止画といった視覚情報を提示
すると，オノマトペの理解が促進することを明らかに
した．これらの知見を利用してマルチメディアを導入
したオノマトペ学習支援システムの開発も行っている
[14, 15]．
記号（言語表現）をマルチメディア情報と結びつけ

ることは，現実世界との接点を与えることだともいえ
る．今後は，種々の場面でのオノマトペの意味・用法
を，動画，静止画，音声を活用して定義したい．

4. おわりに
本稿では，言葉のあいまいさについてオノマトペの

分析結果を題材にして解説した．著者らは，第 2章で
述べた分析結果を活用し，オノマトペの用法およびコ
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図 1 コロケーションと語義

ロケーションと語義の関係を分析している（図 1 参
照）．さらに，これらの知見をオノマトペの語義曖昧
性解消に応用し，オノマトペの意味の問題に取り組ん
でいる [16, 17]．
オノマトペのみならず言葉の意味全般を計算機で扱

う技術が実現し，ソフトコンピューティング分野がま
すます発展することを期待したい．
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